
黒潮町カーボンニュートラルの取り組み

高知県黒潮町環境政策室



黒潮町の概要

・黒潮町は、平成18年に「旧佐賀町」
「旧大方町」の合併により誕生

・高知県の西南部

・面積188平方キロメートル

人口：9,747人
世帯：5,242世帯
（高齢化率47.09％）

20周年！



美しい豊かな海の恵みに満ちた町です



黒潮町のカーボンニュートラルのあゆみ

ゼロカーボンシティ宣言

(R3.6)

地レジ事業

(R5.4)

先行地域に選定（第３回）

「脱炭素カルテ」作成の
ための戸別訪問開始

地域新電力会社設立

公共施設への再エネ導入(PPA）

既築文教施設（あかつき館）
のZEB改修（R6年度）



黒潮町の取り組みのキーワード

①穴の空いたバケツ

②1人の100％よりも・・・100人の1％

③脱炭素×〇〇



①穴の空いたバケツ

主に海外から輸入している石油
石炭・ガス等で作られる電気

断熱・気密性が低く、
「冬寒く・夏暑い」建築物
からの熱エネルギー流出

燃費の悪い移動手段、スプ
ロールしたまちでの過大な
移動エネルギー消費

効率の悪い（古い）設備での
産業活動による過剰なエネル
ギー消費

穴をふさぐ（省エネ）→適切なサイズに→キレイな水をそそぐ（再エネ）

いろんな「穴」の空いたバケツに灰色のエネルギーを
ジャブジャブ投入している状態



穴をふさぐ取り組み
公共施設のＺＥＢ改修

改修前（BEI:65）→改修後（BEI:44）
Co2排出量：56％削減



穴をふさぐ取り組み

施設の１部屋を部分改修⇒効果をモニタリング

天井への断熱材敷設

中空ポリカ内窓設置

断熱効果を「体感」して頂く場所として活用予定



②1人の100％よりも・・・100人の1％

町民大学での講演会 日本キリバス協会代表理事
ケンタロ・オノさん

1人の100％よりも、100人の1％の方が・・
意味も意義もある！

「キリバスの子どもたちは、2050年に
はふるさとがないかもしれない。

解決できる問題なのに。
この子たちの目を見て言えますか？

ごめんね、あなたたち難民になっている
かもしれないって････」



取り組み

「脱炭素カルテ」作成のための戸別訪問

繰り返し訪問することで、地球温暖化の危機意識の共有 ⇒ 行動変容を促す。

地震・津波対策における「戸別津波避難カルテ」の経験



③脱炭素×〇〇

産業

地域

脱炭素

産業

防災

福祉

観光

各種行政施策を進めるうえで・・・

「脱炭素」の視点

✓ 再エネポテンシャルを最大限活用し、
エネルギーの地産地消

✓ エネルギーセキュリティの向上
✓ 経営収支改善のためのエネルギー転換
✓ ゼロエミッション美術館

地域脱炭素を進める事で、
「地域課題」を解決



今後も取り組みを続けてまいります。
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